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[image: image3.emf]算数(小学校）学力の分布
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[image: image4.wmf]小学校算数レーダーチャート

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

数と計算

量と測定

図形

数量関係

関心・意欲・態度

数学的な考え方

表現・処理

知識・理解

難しい

普通

易しい


（１）全体では、前回調査時（平成15年度）の学力を概ね維持している
	小学校算数
	問題数（割合）

	前回調査と同一問題
	16（100%）

	正答率において前回調査を有意に上回る
	 2（ 13%）

	正答率において前回調査とほぼ同じ
	13（ 81%）

	正答率において前回調査を有意に下回る
	1 （  ６%）

	


· 全23問中、前回調査と同一問題は、16問あった。

· その内、正答率が「前回調査時を有意に上回る」「前回調査時とほぼ同じ」を合わせると15問あり、全問題数の94%に当たる。

· 正答率において「前回調査時を有意に下回る」問題は１問であった。

· 前回調査時の同一問題16問全体の正答率は、67.7%であったのに対し、今回調査における同一問題全体の正答率は、67.5％であった。
（２）有意差の認められた問題
①　前回調査を有意に上回った問題（２問）

ア．「円の面積」

　 　前回正答率（65.3%） → 今回正答率（71.1%）　　5.8ポイント増
[image: image5.emf]算数科領域別正答率（小学校）〔府全体〕
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算数科領域別正答率経年比較（小学校）〔府全体H.15・H.18〕
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（領域）量と測定
（評価の観点）知識・理解　　　（難易度）普通

イ．「百分率」

　　 前回正答率（52.0%） → 今回正答率（57.2%）　 5.2ポイント増
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（領域）数量関係
（評価の観点）表現・処理、知識・理解　　　（難易度）普通
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②　前回調査を有意に下回った問題（１問）

ア．四角形の性質（対角線）
 　　前回正答率（46.2%） → 今回正答率（39.2%）　 7.0ポイント減
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年度

平成１８
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差
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判
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1

0１（１） 小数の乗法（小数×小数） 1

○ ○ ○ ○

86.2 84.3 -1.9

＝

13.7 15.1 1.4

＝

0.1 0.6 0.5

＝

2

0１（２） 小数の除法と余り 1

○ ○ ○ ○

60.3 38.0 1.7

3

0１（３） 分数の減法（１－□） 1

○ ○ ○ ○

97.6 94.9 -2.7

＝

2.1 3.9 1.8

＝

0.3 1.1 0.8

＝

4

0２ 計算の法則 1

○ ○ ○ ○

53.5 44.8 1.7

5

0３ 数直線と小数 1

○ ○ ○ ○

92.9 94.3 1.4

＝

6 4.8 -1.2

＝

1.1 0.9 -0.2

＝

6

0３ 数直線と分数 1

○ ○ ○ ○

78.5 78.5 0.0

＝

18.6 18.6 0.0

＝

2.9 2.9 0.0

＝

7

0４ 円周の長さ 1

○ ○ ○ ○

78.4 82.0 3.6

＝

19.8 15.1 -4.7

＝

1.8 2.9 1.1

＝

8

0５ 円の面積 1

○ ○ ○ ○

65.3 71.1 5.8

▲

30.5 25.4 -5.1

▼

4.2 3.5 -0.7

＝

9

0６ 五角形の内角の和 1

○ ○ ○ ○ ○ ○

56.0 38.2 5.8

10

0７（１） 四角形の性質（対角線に関するもの） 1

○ ○ ○ ○

31.2 67.2 1.6

11

0７（２） 四角形の性質（対角線に関するもの） 1

○ ○ ○ ○

46.2 39.2 -7.0

▼

51.3 58.5 7.2

▲

2.5 2.3 -0.2

＝

12

0８あ・い 三角形の角の大きさの和、紙を折ってできる角 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48.5 47.6 -0.9

＝

45.7 46.8 1.1

＝

5.8 5.6 -0.2

＝

13

０９ 三角形の面積の応用（計算） 1

○ ○ ○ ○ ○

48.8 51.4 2.6

＝

32 31.8 -0.2

＝

19.2 16.9 -2.3

＝

14

０９ 三角形の面積の応用（答え） 1

○ ○ ○ ○ ○

51.3 53.1 1.8

＝

29.9 29.7 -0.2

＝

18.9 17.2 -1.7

＝

15

１０ 作図（ひし形、コンパス使用） 1

○ ○ ○ ○

80.9 77.5 -3.4

＝

17.4 19.7 2.3

＝

1.7 2.9 1.2

＝

16

１１ 平行四辺形の隣り合う角 1

○ ○ ○ ○ ○

73.7 22.8 3.5

17

１２ 百分率（％を求める） 1

○ ○ ○ ○ ○

52.0 57.2 5.2

▲

41.6 37.0 -4.6

＝

6.4 5.8 -0.6

＝

18

１３ 日常生活の中に使用されている百分率 1

○ ○ ○ ○ ○

75.6 74.7 -0.9

＝

15.8 16.1 0.3

＝

8.6 9.1 0.5

＝

19

１４ 折れ線グラフ、円グラフの利用のよさ 1

○ ○ ○ ○

63.0 34.9 2.2

20

15 概算の考え方、説明表現 1

○ ○ ○ ○ ○ ○

59.8 58.5 -1.3

＝

32.7 26.3 -6.4

▼

7.6 15.2 7.6

▲

21

１６（１） 奇数・偶数、資料の表のよみとり 1

○ ○ ○ ○ ○

71.1 68.6 -2.5

＝

24.1 26.7 2.6

＝

4.8 4.7 -0.1

＝

22

１６（２）① 分割表の理解 1

○ ○ ○ ○

71.4 22.3 6.4

23

１６（２）② 元の資料をもとにした分割表内の数値の算出 1

○ ○ ○ ○ ○

49.6 47.1 -2.5

＝

38.7 42.5 3.8

＝

11.7 10.4 -1.3

＝

23 18 6 6 7 7 5 10 10 14 5 12 6 64.7 29.8 5.4

配

点

記

述

式

問

題

領　　　域 評価の観点

難易度

平成１８年度小学校算数科学力調査正答率一覧（有効データ数７８１６名）

　　　正答率（％） 　　　誤答率（％） 　　　無答率（％）



問題番号 内　　　　　　　　　容


[image: image11.emf]ポイント数 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 合　計

割 合(%) 0.4 0.4 0.7 1.0 1.2 2.1 2.3 2.9 3.5 3.7 4.7 4.6 4.5 5.3 5.7 5.7 6.8 7.1 6.6 7.8 6.8 6.9 5.7 3.7 100.1

児童数 31 29 57 79 91 161 179 224 270 292 364 362 355 414 443 449 530 552 516 612 531 539 443 293 7816


（領域）図形
（評価の観点）数学的な考え方、知識・理解
　　　（難易度）難しい
（領域）図形　　　　（評価の観点）数学的な考え方、知識・理解　　　　（難易度）難しい
[image: image12.wmf]算数科観点別正答率（小学校）〔府全体〕
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（１）分布の拡散傾向が顕著

· 全体がなだらかな起伏のある19ポイント（100点満点換算で約83点）をピークとした、右寄りの山の形を示している。

· 分布の集中の度合いは国語に比べて緩やかであり、下位方向へ拡散化の傾向が見られる。
（２）比較的上位層に分布が集中
· 100点満点換算で約５割の52点である12ポイント以上に72.6%の児童が分布しており、また、８割の約83点である19ポイント以上には30.9%の児童が分布していることから、比較的得点上位層に分布は集中しているといえる。

[image: image13.wmf]算数科観点別正答率経年比較（小学校）〔府全体H.15・H.18〕
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[image: image14.emf]算数科難易度別正答率（小学校）〔府全体〕
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[image: image15.wmf]算数科難易度別正答率経年比較（小学校）〔府全体H.15・H.18〕
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（１）レーダーチャートの項目軸と値

· 小学校算数のレーダーチャートでは、「領域別」「評価の観点別」「難易度別」の各項目の合計11項目の正答率を線で結んでいる。

（２）算数科のレーダーチャートの特徴

· [image: image16.emf]授業の内容がよく分かっている
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（％）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

一見凹凸の少なそうに見えるレーダーチャートではあるが、「難易度別」内と「領域別」内の項目で、正答率の最高値と最低値に大きな差が見られることが分かる。

· 全11項目中、領域別の「数と計算」、評価の観点別の「知識・理解」「表現・処理」、難易度別の「易しい」の各項目で外側への張り出しが見られ、比較的高い正答率を示していることが分かる。

· 一方で、領域別の「量と測定」「図形」、評価の観点別の「数学的な考え方」、難易度別の「難しい」の各項目で内側への入り込みが見られ、正答率が低くなっていることが分かる。

	
	［最高値］
	
	［最低値］
	
	［差］

	《領　域》
	数と計算78.5%
	－
	図形        58.2%
	＝
	20.3ポイント

	《観　点》
	表現処理65.5%
	－
	数学的な考え方  50.9%
	＝
	14.6ポイント

	《難易度》
	易しい  79.1%
	－
	難しい      48.3%
	＝
	30.8ポイント


· 領域、評価の観点、難易度の各区分内における正答率の最高値と最低値の間の差が右のようになっており、算数科では、領域の内容や評価の観点にこだわらず、難易度の違いによる正答率への影響が顕著であることが分かる。
[image: image17.emf]勉強が好きだ
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[image: image18.emf]授業中に考えたり発表したりすることは楽しい
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（１）領域別正答率
· 「数と計算」の領域は、最も正答率が高く78.5%で、誤答率は最も低く、17.8%であった。各校で行われてきた基礎的・基本的な内容の定着のための取組みが、一定の成果を上げているものと思われる。

· 「図形」の領域では、正答率が58.2%と最も低く、誤答率が38.3%と最も高かった。

· 「量と測定」の領域は、無答率が8.8%と最も高かった。
（２）領域別正答率の経年比較

· [image: image19.emf]小学校算数意識調査
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（１）算数の勉強が好きだ

（２）算数の勉強は大切だ

（３）算数の勉強は、受験に関係なくても大切だ

（４）算数の勉強をすれば、私の受験に役立つ

（５）算数を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

（６）算数を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ

（７）算数を勉強すれば、物事を筋道立てて考えることができるようになる

（８）受験に役立つよう、算数の勉強をしたい

（９）自分の好きな仕事につけるよう、算数の勉強をしたい

（10）ふだんの生活や社会に出て役立つよう、算数の勉強をしたい

（11）物事を筋道を立てて考えることができるよう、算数の勉強をしたい

（12）将来、算数の勉強を生かした仕事をしたい

（13）私は、算数の授業の内容がよく分かっている

（14）算数の時間に、いろいろな考えを発表することは楽しい

（15）私は、家庭学習として算数の勉強をよくする方だ

設問項目

選択率

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

４領域中、正答率が上がったのは、「量と測定」の領域だけであり、誤答率、無答率とも下がっている。
正答率　53.5%→55.8%
誤答率　34.5%→33.4%
無答率　12.0%→10.8%
· 「数量関係」の領域においては、正答率、誤答率、無答率ともに大きな変化は見られなかった。

· 「図形」の領域においては、無答率に大きな変化は見られなかったが、正答率が減少し、誤答率が増加した。

正答率　63.5%→61.6%　（1.9ポイント減）
誤答率　33.6%→35.0%　（1.4ポイント増）

· 「数と計算」の領域では、正答率、誤答率が若干減少し、無答率が増加している。

正答率　83.0%→82.1%　（0.9ポイント減）

誤答率　14.6%→13.8%　（0.8ポイント減）

無答率　 2.4%→ 4.1%　（1.7ポイント増）

[image: image20.emf]国 府 国 府 国 府 国 府 国 府

設問１ （１）

31.8 29.2 27.4 29.3 19.2 23.4 17.6 17.4 4.0 0.8

（２）

65.0 62.2 26.4 29.4 3.7 5.0 2.5 2.6 2.4 0.8

（３）

57.0 55.5 27.4 31.5 6.3 8.3 3.7 4.2 5.5 1.0

（４）

52.6 51.8 27.1 33.2 6.7 9.7 3.8 4.2 9.7 1.1

（５）

31.6 33.1 26.0 33.7 16.5 22.2 11.4 9.9 14.4 1.0

（６）

48.8 57.6 30.4 29.5 8.6 8.6 4.6 3.2 7.6 1.1

（７）

27.7 33.8 30.7 43.7 17.0 16.3 7.6 4.8 17.0 1.3

（８）

44.9 38.3 29.8 35.2 10.6 17.7 6.5 7.7 8.2 1.1

（９）

31.6 31.3 26.4 34.1 17.5 23.6 11.6 10.0 12.9 1.1

（10）

39.3 44.3 32.0 33.5 13.2 15.7 6.9 5.4 8.6 1.2

（11）

29.6 28.2 28.9 41.4 18.2 21.6 10.1 7.4 13.2 1.4

（12）

14.8 18.8 14.9 24.8 20.5 31.0 32.4 23.6 17.6 1.7

国 府 国 府 国 府 国 府 国 府

設問２ （１）

29.9 28.1 38.2 39.7 21.5 21.4 8.7 9.7 1.8 1.2

（２）

20.7 23.2 35.4 28.6 27.8 29.8 15.3 17.2 0.8 1.2

（３）

20.1 27.9 29.2 21.7 1.1

算数（数学）の時間に、自分の考えや調べたことを発表することは楽しい

私は、家庭学習として算数（数学）の勉強をよくする方だ

小６

私は算数（数学）の授業の内容がよく分かっている

（国）算数（数学）の授業がどの程度分かりますか

どちらかといえば

そう思わない

（国）分かることと分から

ないことが半々

そう思わない

（国）分からないことが多

い・

ほとんど分からない

無答・その他

小６ 小６ 小６ 小６

設問番号 質　　問　　内　　容

そう思う

（国）よく分かる

どちらかといえば

そう思う

(国）だいたい分かる

自分の好きな仕事につけるよう、算数（数学）を勉強したい

ふだんの生活や社会に出て役立つよう、算数（数学）を勉強したい

物事を筋道立てて考えることができるよう、算数を勉強したい

物事を論理的に考えることができるよう、数学を勉強したい

将来、算数（数学）の勉強を生かした仕事をしたい

算数（数学）を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

算数（数学）を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ

算数を勉強すれば、物事を筋道立てて考えることができるようになる

数学を勉強すれば、物事を論理的に考えることができるようになる

受験に役立つよう、算数（数学）を勉強したい

算数（数学）の勉強が好きだ

算数(数学）の勉強は大切だ

算数（数学）の勉強は、受験に関係なくても大切だ

算数(数学）を勉強すれば、私の受験に役立つ

小６ 小６ 小６ 小６

算数・数学意識調査比較表（府・国〔H15教育課程実施状況調査〕）

設問番号 質　　問　　内　　容

そう思う

どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無答・その他

小６


　　（１）評価の観点別正答率 
· 「関心・意欲・態度」「表現・処理」「知識・理解」の３観点においては、正答率に大きな差は見られないが、「知識・理解」では、無答率が他の２観点の半分の3.3%と特に低い。

· 「関心・意欲・態度」「数学的な考え方」「表現・処理」の３観点では、いずれも無答率が７%～８%となっており、大きな差は見られない。しかし、その中で「数学的な考え方」は、正答率が他の２観点に比べ10ポイント以上も低く50.9%であり、全観点中最も低い値となっている。
　　（２）観点別正答率の経年比較
· どの観点においても正答率に大きな変化は見られないが、「知識・理解」の観点を除く３観点においては、若干減少する傾向にある。

· 「関心・意欲・態度」「表現・処理」の２観点においては、誤答率は下がったものの、無答率が増加している。

「関心・意欲・態度」 誤答率  29.6% → 29.0%
〃 　　　　　無答率   6.7% →   8.7%
「表現・処理」　　  誤答率24.9% → 24.7%
〃         無答率   8.3% →   8.8%

（１）難易度別正答率
· 難易度が高まるにつれ、正答率は、約15%ずつ減少していき、「難しい」では50%を下回っている。

· 「難しい」問題では、正答率48.3%、誤答率43.6%と、正答率と誤答率の差がほとんど無くなり、値は近付いている。

· 「無答率」は、「易しい」から「普通」に難易度が高まった段階で、約４倍に増加している。

· 「普通」から「難しい」に難易度が高まった段階では、無答率の増加はわずか２ポイントに留まっているが、誤答率は14.3ポイントと大きく増加している。
　 （２）難易度別正答率の経年比較
· どの難易度においても、前回調査との間に大きな変化は見られない。

· 「普通」の難易度の問題においては、正答率で若干高くなり、誤答率は低下するものの、無答率では、若干高くなっている。
正答率　66.5%→　68.0%　（1.5ポイント減）

誤答率　26.6%→　24.4%　（2.2ポイント減）

無答率　 6.9%→　 7.7%　（0.8ポイント増）
· 「難しい」の難易度の問題においては、正答率は若干減少したものの、無答率も減少し、誤答率で増加した。
正答率　48.3%　→　46.3%　（2.0ポイント減）

誤答率　41.9%　→　44.9%　（3.0ポイント増）
無答率　 9.8%　→　 8.8%　（1.0ポイント減）


（１）「授業の内容がよく分かっている」という項目について
· 「授業の内容が分かっている」という項目で、国語・算数を比較すると、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定的な回答の割合に、大きな差は見られない。

· しかし、肯定的な回答の中でも、特に「そう思う」という回答に限ると、算数は国語を約10ポイント上回っている。


（２）「算数の勉強が好きだ」という項目について
· 「勉強が好きだ」という項目については、(1)と同様、算数と国語の間で、肯定的な意見に差は見られない。

· しかし、「そう思う」という回答に限ると国語より10ポイント以上高く、算数が児童からは比較的好まれている教科であることがわかる。

（３）「算数の授業中に考えたり発表したりすることは楽しい」という項目について
· 「授業中に考えたり発表したりすることは楽しい」という項目についても、肯定的な回答の割合は、国語よりも算数の方が高く、児童にとっては算数の授業は比較的楽しいと思われていることがわかる。




（４）国（平成15年度教育課程実施状況調査質問紙調査）との比較
· 大阪府の児童の特徴は、算数を勉強する意義や動機についての項目において、肯定的な回答の割合が国を上回っている。

· その中でも、「算数を勉強すれば、物事を筋道立てて考えることができるようになる」という教科本来のねらいで、学ぶ意義を捉えている児童が、国より約１９ポイント高い。また、「将来、算数の勉強を生かした仕事をしたい」という仕事との関係で教科を捉えている児童の割合が、約14ポイント高い。

· 一方、「算数の勉強が好き」「授業の内容がよく分かっている」「算数の時間に、自分の考えや調べたことを発表することは楽しい」というような、教科の好き嫌い、授業内容の理解、授業の楽しさを問う項目で国を下回っており、課題と捉える。授業改善の必要性が、ここにある。
ア．肯定的な意見（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が国を上回る項目
· 算数を勉強すれば、私の受験に役立つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国：79.7%　　府：85.0%）
· 算数を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ　　　　　　　　　（国：57.6%　　府：66.8%）
· 算数を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ　　　　　　（国：79.2%　　府：87.1%）

· 算数を勉強すれば、物事を筋道立てて考えることができるようになる　　（国：58.4%　　府：77.5%）

· 自分の好きな仕事につけるよう、算数を勉強したい　　　　　　　　　　　  （国：58.0%　　府：65.4%）
· ふだんの生活や社会に出て役立つよう、算数を勉強したい　　　　　   （国：71.3%　　府：77.8%）
· 物事を筋道立てて考えることができるよう、算数を勉強したい　       （国：58.5%　　府：69.6%）
· 将来、算数の勉強を生かした仕事をしたい　　　　　　　　　　　　　　　　  （国：29.7%　　府：43.6%）

イ．肯定的な意見（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が国を下回る項目

· 算数の勉強が好きだ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国：59.2%　　府：58.5%）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 受験に役立つよう、算数を勉強したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （国：74.7%　　府：73.5%）
· 私は算数の授業の内容がよく分かっている　　　　　　　　　　　　　　　　  （国：68.1%　　府：67.8%）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 算数の時間に、自分の考えや調べたことを発表することは楽しい    　（国：56.1%　　府：51.8%）
　　　

（１）「数と計算」領域で明らかになった課題　－ およその数で見積もる問題 －
①　問題例

小学校算数の内容は、日常生活と深い関係がある。この問題は、日常的によく経験する買い物の場面を設定している。およその数で見積もることによって判断するときの数学的な考え方を、自分の言葉で表現し説明することができるかどうかをみる問題である。


②　分析で明らかになった課題

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	59.8
	58.5
	－1.3
	＝

	誤答率
	32.7
	26.3
	－6.4
	▼

	無答率
	7.6
	15.2
	7.6
	▲


無答率は15.2%であり、平成15年度の２倍となっている。単に
三つの品物の合計金額を求めるだけの問題であれば、正答を
求めることのできる児童はもっと多いと考えられる。
また、いわゆる概算は日常生活の中でよく経験することであ
り、多くの児童が無意識のうちにおよその数で見積もるという計
算方法を用いて買い物をしているものと思われる。

それに対して、この問15のような問題においては、およその数で見積もるという「数学的な考え方」ができるかどうかがポイントであり、そこにはおよその数を含めた数に対する感覚の豊かさが求められる。

③　指導の改善点

· 日常生活との関連を図った指導を行うこと

· 買い物に行ったときに、今自分の持っている金額で足りるのかどうかを判断するような具体的な場面をより一層多く取り入れる。

· 計算問題で、答えの値の大きさの見積もりをさせて、計算結果がほぼどれくらいの値になりそうかということを確認させること
· 習慣付けることが、計算ミスを少なくするために有用であるということを実感させるのも重要である。
· さらに日常のニュースなどの情報の中にある億や兆、ミクロン、ナノのような単位を取り出して、豊かな数感覚や数概念を育むことも大切なことである。

（２）「量と測定」領域　－ 三角形の面積の求め方の応用 －
①　問題例

長方形の内部にある色のついた２つの三角形の面積の和を求めさせる問題であり、答えのみならず求め方を示す計算についての記述も要求している。


②　分析で明らかになった課題
求め方を示す計算で、最も多いものは、長方形の面積から白い部分の面積をひく 〔20×10－4×10÷2－9×10÷2－7×10÷2〕 という方法である。この方法は、図形を固定的にとらえたものであり、児童には最も受け入れやすい方法であると考えられる。

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	51.3
	53.1
	1.8
	＝

	誤答率
	29.9
	29.7
	－0.2
	＝

	無答率
	18.9
	17.2
	－1.7
	＝

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	48.8
	51.4
	2.6
	＝

	誤答率
	32.0
	31.8
	－0.2
	＝

	無答率
	19.2
	16.9
	－2.3
	＝


③　指導の改善点

· 図を多様にとらえること

· たとえば、右図のように補助線を入れて、4つの長方形をつくり、それぞれの長方形の半分になっていることを導き出す等、図形を多様にとらえる必要がある。

· 図形に長さが書き込まれているような問題だけでなく、過条件の問題や、長さが表示されていない図形においても必要な部分がどこかということを自らの力で判断し、その長さを実測して求積する問題にも取り組むことが大切である。

（３）「図形」領域　－ 四角形の性質 －
①　問題例

②　分析で明らかになった課題

	
	18年度

	正答率
	31.2

	誤答率
	67.2

	無答率
	 1.6


· 平成18年度に新たに加えた問題（１）の正答率は31.2%であり、今回実施した問題の中で一番低くなっている。（２）の正答率は、39.2%であり、平成15年度と比較すると7.0ポイント低くなっている。

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	46.2
	39.2
	－7.0
	▼

	誤答率
	51.3
	58.5
	  7.2
	▲

	無答率
	 2.5
	 2.3
	-0.2
	＝


· 四角形について、小学校で学習する性質は、①辺に関す
るもの、②角に関するもの、③対角線に関するもの、に大別される。辺や角に関するものは直接的にとらえられるものであるため、比較的把握しやすいと考えられる。これに対し、対角線に関するものはやや把握しにくいと考えられる。
③　指導の改善点　
· 算数的活動を多く取り入れる

· 四角形の理解を深めるためにも、様々な四角形を観察し図をかく、具体物をつくって分類する、実際に図形を折ったり回したり、敷き詰めたりするという算数的活動を多く取り入れた学習が大切である。実際に、辺の長さや角の大きさを測定したり、対角線をひいてその長さや交わっているところにできる角の大きさなどを測定したりすることから、児童自ら図形の性質を導き出すことができるような学習が求められており、児童はそのような学習を通して図形の性質の理解を深めていくこ
とができると考えられる。
· 特に、対角線に関する性質の学習においては、四角形に対角線をかき入れて考察する活動だけでなく、対角線をもとにして四角形を作って、その四角形を考察するという活動を取り入れることも大切なことである。

· 個別の四角形の性質を授業で扱う場合
においても、指導者は図形の性質につ

いての相互関係や包摂関係を理解した

上で指導することにより、児童に図形を

多面的な視点で捉えさせることができる。

　

（４）「数量関係」領域　－ 表の読み取りと理解、分割表の作成　－
①　問題例　


	出席
番号
	月
	日

	1
	○
	○

	2
	○
	×

	3
	×
	○

	4
	×
	×

	5
	○
	×

	6
	×
	○

	7
	○
	○

	8
	×
	○

	9
	○
	×

	10
	×
	○

	11
	○
	×

	12
	×
	×

	13
	×
	○

	14
	○
	×

	15
	×
	×

	16
	×
	×

	17
	○
	○

	出席
番号
	月
	日

	18
	×
	○

	19
	×
	×

	20
	○
	○

	21
	○
	○

	22
	×
	○

	23
	×
	×

	24
	○
	×

	25
	○
	×

	26
	○
	×

	27
	×
	×

	28
	×
	○

	29
	○
	×

	30
	○
	○

	31
	○
	×

	32
	○
	×

	33
	×
	○


　　

　

	
	日
	合計

	
	○
	×
	

	月
	○
	あ6
	い11
	17

	
	×
	う
	え
	

	合計
	
	
	



②　分析で明らかになった課題

· この問題は、「かつ」、「または」、「～でない」という論理に関する内容も含まれている。データの数も多いし、また、問題自体が表示されているスペースも広く、根気強く読み、考えていく必要のある問題であるが、無答率はそれほど高くなく、児童は比較的よく取り組んでいるのではないかと考えられる。

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	71.1
	68.6
	－2.5
	＝

	誤答率
	24.1
	26.7
	 2.6
	＝

	無答率
	4.8
	4.7
	-0.1
	＝

	
	18年度

	正答率
	71.4

	誤答率
	22.3

	無答率
	　　6.4


· 問16(1)は、特定の人に関するデータが元の資料のどの部分にあてはまるかを考えさせる問題である。偶数を○、奇数を×と記号化することが加味されており、そのこともあって正答率は68.6%にとどまっている。正答に至らなかった約30%の児童は表が示している意味をよみとることができなかったものと考えられる。　　　　

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	49.6
	47.1
	－2.5
	＝

	誤答率
	38.7
	42.5
	3.8
	＝

	無答率
	11.7
	10.4
	－1.3
	＝


· 問16(2)①は、元の資料を整理してできる分割表の中の数値が、何を表しているのかということを考えさせる問題である。正答率は71.4%である。この問題においても、グラフだけでなく、資料を整理する方法には様々なものがあることを日ごろの学習の中で経験することは大切なことである。分割表は二次元的な配列になるものであり、今後、統計的な内容の学習を発展させるときには、大いに使われる形式のものであるということを意識しておく必要がある。

· 問16(2)②は、元の資料をもとにして分割表の中の数値を求めさせる問題であり、条件に該当するものを元の資料の表から、落ちや重なりがないように数え上げていくことが要求される。正答率は47.1%である。分割表の理解に加えて、33人分という比較的多くのデータの中から該当するものを数え上げることが必要であり、このことが正答率に影響を与えていると考えられる。この問題の場合は、確実に eq \o\ac(○,え)に入る数値を正確な数え上げによって求めればよいだけである。しかし、確認をするという意味では、 eq \o\ac(○,う)に入る数値を求めたのち縦や横の合計を計算して矛盾がないかどうかを確かめるということが重要である。指導する際には児童に意識させておきたい事柄である。さらに、多くのデータが並んでいる表において、落ちや重なりがないように数え上げていくときには、自分で確認した場所には何らかの印を入れるなどの工夫をするということも提示しておく必要がある。そのことによって正しい数値に至ることができるということを児童は実感するであろう。

（１）結果から見られる課題

· 計算技能や知識を問う問題においては、概ね良好であるが、
· 多様な答え（考え）を導き出す力
· 数学的な見方や考え方を用いて解決する力
· 解決するまでの過程を記述する表現力に課題が残されている。

（２）改善の方向
· 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら課題を解決する過程を重視した学習活動を展開し、筋道を立てて説明する表現力や論理的な思考力を育成する授業づくりが重要である。
· 数学的な考え方を用いて課題を解決する能力を高めることができるように、観察、操作や実験を通してものごとの関係や決まりを見つけたり、たどり着いた結果についても振り返って考えたりするなどの「算数的活動」を十分行うことが重要である。
（３）授業における指導の留意点
①　学習課題の工夫

学習課題は、授業の目的を達成するのに適したものであり、日常生活に密着しているもの、知的好奇心を喚起するもの、多様な考え方ができるもの等の工夫が大切である。

②　発問の工夫

児童に考えさせたり、発表させたりするためには、発問を工夫し、「一問一答の質問で進める授業」から「多様な考えを引き出す発問で進める授業」へ、また、「答えだけを発表させる授業」から「理由も説明させる授業」への転換が必要である。
さらに、「先生と児童との対話型の授業」だけではなく、「児童相互の対話によって高める授業」を進めることが大切である。

③　問題解決的な学習の重視（主体的な学習の場の設定）

· 自力解決の場（個人で学習する場）の設定

· 一人でじっくり考える時間を与えるとともに、学習状況を把握する場である。
· ここでは、つまずいている児童に対してヒントを示したり、解決した児童に対して次の課題解決を要求したりするなどの、机間指導を行う。
· 発表の順番や次の学習の流れを考えることが必要である。

· 集団解決の場（集団で学習する場）の設定

· 解決方法についてグループや全体で発表し合い、考え方を確認したり、学習内容を理解したりして考えを高める場が必要である。
· 児童の発表については、素朴な説明であっても説明しようとする意欲を大切にし、徐々に数学的な表現や論理的な説明ができるように指導することが大切である。

· 振り返る場の設定

· 授業の目標が達成できたかなど、自己評価や相互評価を行う場である。ここでは、学習内容だけでなく、どのように求めたり考えたりしたかという学習方法や、聞く態度や発表の仕方などの学習規律に関することについても、振り返ることが大切である。

④　肯定的評価活動の重視

· 問題解決の能力は、一人一人の発想や考え方を肯定的に受け止め、生かす評価によって高めることができる。「まだ、分かっていない。」、「小数の四則計算ができない。」というような否定的な評価から、「このことが分かった。」、「小数の加法ができるようになった。」というような肯定的な評価への転換が必要である。このように、児童の学習活動に対する価値ある事実を発見し、共感しながら、際だたせて価値付けして示すとともに、次のステップにつながることを要求するといった評価・指導方法を肯定的評価活動といい、それを行う事が重要である。

· 肯定的評価活動によって、児童に方向性を示唆し、自信を与え、良いところを伸ばし、誤っているところ、不足しているところを互いに補い合い、励まし合い、高め合うことにつなげることができる。

· 自力解決の場では、一人一人のよさや努力などをその場でフィードバックして解決の示唆を与えたり、やる気を起こさせたりすることができる。また、集団解決の場では、教師が児童の数学的な能力（見方や考え方・表現力など）に対して肯定的評価を行うことによって、児童も互いの考えを大切にし、協力して、より良いものに高め合う態度を育てることができる。
（４）学習活動の具体例

①　学習課題の工夫

· 児童が多様な考え方や自分の考えを適切に表現する力を身に付けることができるようにすることが重要である。そのためには、複数の規則性や多様な見方ができる学習課題を設定することが必要である。

· 右の表には、縦、横、斜めに見ることによって数についてのいくつかの決まりがあることが分かる。また、幾何学的に見ると対称性があることも分かる。このような課題を解決させることを通して、規則性を見つけることの楽しさや多様な見方や考え方のよさを感じさせることができる。

②　発問の工夫

· この表を提示し、「この表にはいくつか決まりがあります。どんな決まりがあるかな。」といった発問をする。さらに、「先生は４つ、決まりを見つけたよ。」という発問を投げかけることによって、できるだけ多くの決まりを求めようとする。

· また、この表をどのように見ると決まりが見つかるかという方法の見通しについて、考えるよう促す発問も大切である。この授業の目標が、「十の位と一の位に着目して数を見ることができる」ことと「表を多様な見方ができる」ことの二つであれば、「数をどのように見ればいいかな」や「表をどのように見るかな」という発問が考えられる。
《上記の発問に対する児童の学習活動と指導の留意点》
· 表を縦に見る

・表を上から下へ見ていくと、一の位の数は同じだけど十の位の数は１つずつ増えている。

・10ずつ増えている。

· 表を横に見る

・表を左から右へ見ていくと、十の位の数は同じだけど一の位の数は１つずつ増えている。

・１ずつ増えている。

· 表を斜めに見る

・表を左上から右下へ見ていくと、十の位の数と一の位の数は同じである。

・十の位の数と一の位の数ともに１ずつ増えている。

· 表を総合的に見る

・表の左下にある数は十の位の数のほうが一の位の数より大きく、右上にある数は十の位の数のほうが一の位の数より小さい。

・対角線について対称な位置にある数は、十の位の数と一の位の数が入れ替わっている。

· 指導においては、表をどのように見て何に着目したのかについて交流することが大切である。交流することによって、気付かなかった視点や新たなきまりを見つけたりすることのよさを感じるという体験ができる。さらに、表を縦、横、斜めに見ることによって、一方が増加するともう一方も増加するという関数的な見方につながる。このような学習活動を経験することによって、思考力や表現力を高めることができる。

③　この学習活動の発展

このような学習活動は、以下のような上級学年の学習につながっていく。
Ａ．第２学年「九九の構成」

「九九の決まりを見つけよう」という課題では、表を縦、横に見ることによって、

· 表を上から下へ見ていくと、かける数ずつ増えている。

· 表を左から右へ見ていくと、かけられる数ずつ増えている。

· ２の段から９の段の数はそれぞれ１の段の数の２倍から９倍になっている。

· ２の段の数と3の段の数との和は５の段の数になる。

· 対角線について対称な位置にある数は同じである。

などの決まりを見つけることができる。

Ｂ．第６学年「比例」

事象を表に表し、横、縦で見ることによって、比例についての性質をみつけたり、その性質を用いて課題を解決したりする学習を行う。
たとえば、「水槽に水を入れるとき、水を入れる時間（分）と水の深さ（cm）の関係は右の表のようになった。」という課題では、

· 表を横に見て、水を入れる時間が２倍、３倍になると水の深さも２倍、３倍になっている。

· 表を縦に見て、（水の深さ）÷（水を入れる時間）は一定で４になっている。

· 見つけた決まりを活用して、10分後の水の深さを求めることができる。

もっとも、表の作成にいたるまでに必要な「伴って変わる２つの数量を見つける力」を育成することが必要である。このように、第１学年で実施した表の見方を通して決まりを見つける学習活動が、第６学年の「比例」の学習に通じていることが分かる。

２．小学校　　算　数





調査対象者数　8,058人　　実施者数　7,912人　　有効データ数　7,816人


問題数


《領域別》	数と計算（６問）	量と測定（６問）　　　図形（７問）	数量関係（７問）


《評価の観点別》	関心・意欲・態度（５問）	数学的な考え方（10問）	表現・処理（10問）	知識・理解（14問）


《難易度別》　	難しい（５問）	普通（12問）	易しい（６問）


《記述式》　　　　　　　	（18問）


総ポイント数　23点


前回との同一問題数	16問		新規、または一部修正問題数　７問








５．右の図において、円の面積を求めましょう。ただし、　円周率は3.14とします。


　  　          





12．あるお店でくじ引きをしています。くじは全部で500本あり、そのうちの200本が当たりくじです。　当たりくじは全体のくじの何％ですか。        





【５】　評価の観点別の分析








【３】　レーダーチャートの概要








【２】　学力分布の概観








ア 平行四辺形　イ ひし形　ウ 長方形　エ 正方形





７．次のア～エの四角形について、下の問いに答えましょう。


　　　　　　


(2) ２本の対角線が垂直に交わる四角形をすべて選び、記号をかきましょう。





【４】　領域別の分析








《計算》





7cm





15　　さとしさんは，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てい),定)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(か),価)�が1950円，1830円，980円である三つの品物を買おうとしたとき，「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せいかく),正確)�に合計の計算をしなくても，5000円でこの三つの品物すべてを買えることがわかった。」と言いました。さとしさんはどのように考えたのかを説明しましょう。ただし，�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しょうひぜい),消費税)�は考えないものとします。





【９】　改善の方向性








【８】　問題別の分析











７　次のア～エの四角形について、下の問いに答えましょう。


　ア　平行四辺形　　イ　ひし形　　ウ　長方形　　エ　正方形


(1)　2本の対角線の長さが等しい四角形をすべて選び、記号をかきましょう。


(2)　2本の対角線が垂直に交わる四角形をすべて選び、記号をかきましょう。








１の段→


２の段→


３の段→


４の段→


５の段→


６の段→


７の段→


８の段→


９の段→





０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９


10 11 12 13 14 15 16 17 18 19


20 21 22 23 24 25 26 27 28 29


30 31 32 33 34 35 36 37 38 39


40 41 42 43 44 45 46 47 48 49


50 51 52 53 54 55 56 57 58 59


60 61 62 63 64 65 66 67 68 69


70 71 72 73 74 75 76 77 78 79


80 81 82 83 84 85 86 87 88 89


90 91 92 93 94 95 96 97 98 99


100
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か　け　る　数





【７】　教科に対する意識








か け ら れ る 数








１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９


２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18


３ ６ ９ 12 15 18 21 24 27


４ ８ 12 16 29 24 28 32 36


５ 10 15 20 25 30 35 40 45


６ 12 18 24 30 36 42 48 54


７ 14 21 28 35 42 49 56 63


８ 16 24 32 40 48 56 64 72


９ 18 27 36 45 54 63 72 81





【１】　経年比較








【６】　難易度別の分析











55.0%





㎠





９　　


右の図において、色をつけた部分の面積は何cm�EMBED Equation.3���ですか。計算と答えをかきましょう。








《問題７ (1)》





２本の直線を対角線として四角形をかくと、どんな四角形ができますか。








正方形





長方形





ひし形





台形





平行四辺形





四角形

















16 　表１は、あゆみさんのクラスで自分の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たんじょうび),誕生日)�の月と日を表す数が偶数であるかどうかについて調べた結果をまとめたものです。表１において、○は「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐうすう),偶数)�」、×は「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),奇)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すう),数)�」を表しています。次の問いに答えましょう。





















































（１）　出席番号1番～4番の人（表１の中の　


　のところ）の中に誕生日が1月30日である人がいます。その人は出席番号が何番の人ですか。


（２）　表１をもとにして、あゆみさんは表２をつくり始めました。


①　表２の中の あ は，誕生日の月も日も「偶数」である人の人数を表しています。それでは，表２の中の い は，次のア～オのうちのどの人数を表していますか。一つ選び，記号を書きましょう。


ア　月も日も「奇数」である人の人数


イ　月は「奇数」で、日は｢偶数｣である人という人の人数


ウ　月も日も「偶数」で、日は｢奇数｣であるという人の人数


②　表２の中の「え」 にあてはまる数を書きましょう。














55. 0





《表２》





《表１》





表の０から100までの数のならびかたを調べましょう。





（１）　出席番号1番～4番の人（表１の中の　　のところ）の中に誕生日が1月30日である人がいます。その人は出席番号が何番の人ですか。


（２）　表１をもとにして、あゆみさんは表２をつくり始めました。


①　表２の中の  あ  は，誕生日の月も日も「偶数」である人の人


数を表しています。それでは，表２の中の 　い　 は，次のア～


ウのうちのどの人数を表していますか。一つ選び，記号を書


きましょう。


ア　月も日も「奇数」である人の人数


イ　月は「奇数」で、日は｢偶数｣であるという人の人数


ウ　月は「偶数」で、日は｢奇数｣であるという人の人数


②　表２の中の「え」 にあてはまる数を書きましょう。











9cm





4cm





10cm





20cm





《答え》





《問題７ (2)》








- 36 -
- 33 -

_1128024529.unknown

_1109971422.unknown

